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ABSTRACT ：The 　effect　with 　time　and 　Ihe　effect　of　experience 　arc 　very 　important　when 　we 　estimate 　the　responses 　to
odor ．　In　many 　studies 　treating　the　effects 　 of 　odor ，　subjects 　had　various 　experiences 　to　the　odor 　used 　in　each 　experimen し

In　this　study ，　we 　investigated　the　effect　with 　time　when 　subjects 　inhaled　the　inexperienced　odor ．　For　a　month
，
　subjects

inhaled　an　inexperienced　odor 　lavender（LV）for　10　min ．　oncc 　a　day　at　home．　As　a　result，　the　 variances 　of 　some

physiologica］responses 　got　significantly 　sma1 且er　with 　time．　Psychological　responses 　to　LV 　got　to　be　better　impression
with 　time　during　one −month 　period．

L　　　 は じめに

　通常、あ る匂い へ の 印象や感 じ方は、各人の 匂 い に対す

る経験 の 差により異なる場合 が ある。 例えば、大人 が一
般的

に快や不快と感じる匂い に 対し、乳児、小児は同じような反

応 を示 さなか っ た とい う報告（Eng肌 1974；Schirnidr
，
1gg6）が

あり、これ は 生まれ て 間もな い 乳児、小児と大人を比 較した

ときの 経験に よる差と考えられる。また 、国籍の 異なる人 々

にお い て、匂 い に対する快、不快などの 感じ方に相違が生

じたとい う報告（Schleidt　et　al．1988；Ayabe−Kanamura　et　a1．，
19卯）は、それぞれが慣れ親しんだ食生活、住生活があり、

彼らの 生活習慣の 中で の経験が影響したことを示唆する 。

　今 日の 日本で は、ア ロ マ テ ラピーなどの 関心 に より、精油

が快適な空間を求め て取り入れられ、それらの 匂い は生活

の 中に積極的に広がっ て い る。これまで 、日本人の ように体

臭の 希薄な民族は 、 体臭が強く、 香水を身にっ けて い る欧

米人と比較すると、香水か ら揮発される匂 い との 関わ りは 少

なか っ た。また 、ア ロ マ テ ラピーは 外来の もの で あ り、そ こで

使 用され る精 油も日本 で は馴染み の 薄 い もの が 多い
。

つ ま

り、最近 この ように して 広がる 精油、香水の 匂 い は 、日本人
に とっ て 刺激を受けたことの な い 匂 い が多く存在 して い るの

で ある。

　精油をある空聞に拡散して行う芳香浴は、匂 い に よるリラ

クゼーシ ョン に お い て よく用い られる手法の 1 つ で ある。部

屋 の 中で香を焚い たり、ア ロ マ ポ ッ トを用 い て精油を揮発さ

せ るこ とがそれ に相 当する。上述した報告を考えると、匂 い

に よるリラクゼ ー
シ ョ ン として 芳香浴を続けることで 、 ある匂

い に対する印象や感じ方 は 、変化する 可能性がある。そ こ

で本研究では、
一

定期間で の 芳香浴 の 継続による匂い に対

する生理 ・心理的経時変化を検討した。

λ　　　 方法

2−L 　　 研究方法の 概要

　被験者は 1ヶ月にわたり毎 日帰宅直後、約 10分間、芳香

浴を行 っ た 。 方法 は、ラベ ン ダ
ー

（ロ バ ー
ト・テ ィス ラン ド社）

の 精 油を自宅 の リビ ン グル
ー

ム にア ロ マ ポ ッ トを用 い た拡散

とした。

　1 ヶ 月にわたる試行期間 の 中で、各被験者は実験室に週

に 1度来室し、そこ で匂 い 吸入時の 生理 ・心理反応を測定し

た
。 実験室で の 生理・心 理測定は 、 試 行期間の 直前を含め

計 5 回行うこ ととした ［試行期間開始直前： pre−the　Uial

peri〔Ul（PRE）、試行期間開始か ら 1 週 間経過後； after　a 　lapse

of 　1　week 　sinoe 　the　Uial　periOd　commenoed （1W ）、2 週間経過

後：2W 、3 週間経過後：3W 、4 週間経過後：4W ］。

2．z　　 被験者

　本 実験の 被験者は鼻 、 及び 自律神経系に疾患歴がない 8

名の 男子大学生 、 大学院生（22〜25 歳、平均 2 ．75 歳）で あ

る。彼らは 、過去 に ラベ ン ダーの 匂 い 刺激を受けた こ とも、

芳香浴 の 経験もなく、事前に実験の 内容説明を受けて 実験

の 参加 を 承諾した。

2・3．　　 実験室 で の 実験方法につ い て

2−3−1．匂い の 呈示方法

　ガラス 製ガス 洗浄瓶に入 っ たラベ ン ダー溶液に、一定圧

の 無臭空気（流量 30DOml！min ）を送り込み 、 発生した匂 い を

テ フ ロ ンチ ュ
ーブを介して 、ろうと状の カ ップか ら呈 示 した。

尚、実験前に、被験者にラベ ン ダー
の 匂い を呈示 し、彼らは
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“
何の 匂 い か分かる、楽に感じる弱い匂い

”
に感じられるよう、

鼻孑レbiらカッ プまで の 距離を自ら調節した。

2−3−2．実験手順

　被験者は 温湿度を制御（28℃ 、50％ RH）した恒温恒湿室

に入室後、5分間安静に して い た。そ の後、被験者は閉眼 で

統制呼吸（20 回！分）を行い 、安静時で の生理状態（αhntro1：C）
と匂 い 吸入 時の 生理状態（S  tion1：Sl，Section2：S2）、匂い 吸

入後の 生理状態（Section3；S3）を 3 分間ず つ 測定した。　S3 の

終 了後、匂い に対する評価を主観評価用紙に記入した。

2−3−3測 定方法

　生理測定 ： パ ラメ
ー

タは、心 拍数と心 拍変動、オ トガイ筋

筋電図とした。導出した信号 は、デジタル 多用途脳波形

（NECEE5514 ）に 内蔵され たア ン プ で増幅 した。その 後、ハ

ミン グフ ィル タで処理し、A！D 変換ボード（MICROSCIENCE

ADM −5298BPC　）を介して、サン プリン グ周波数 500Hz の デ

ータとしてパ ー
ソナル コ ン ピ ュ

ー
タ（EPSONJ ℃ −286VF）に記

録した。

　心 理測定： 形容詞対 20 対の 主観評価用紙で、匂い に対

する主観評価を行っ た 。 各形容詞対には 7段階の 評 定尺度

を設 け、その 尺度に基づき評価した 。 主観評価用紙の
一
部

と形容詞対 20対をTal）lelに示す。また、試行期問終了後に

は各形容詞対につ い て、
“

ラベ ン ダーの匂い はどちらの形

容詞 の ニ ュ ア ン ス に 近 づ けば、あなた に とっ て印象の 良い

匂 い となるか
”
とい う調査を行 っ た 。

翡　 12　 箏　 麓　　客　 爰　 輩
に

　
り

　 　 鴨 　 　
り

　
に

好き　 L ＿＿L ＿＿」＿＿＿＿L ＿＿＿」 ＿＿＿」＿＿＿」　 孅 い

強い 　 L ＿＿」＿＿＿」＿＿＿＿L ＿＿＿L ＿＿＿L ＿＿」　 弱 い

　　　　　　　　　　 ：
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ■

隕気な　 L − ＿＿」　 陰 気な

の 直線補間で等間隔の 時系列デー
タとした。こ の 時系列デ

ータを高速フー
リエ 変換して パ ワース ペ クトル を得た 。 さら

に 、0．05Hz 〜0．15Hz の周波数帯域を F （Low 　fhequency）成

分、0．23〜O．43H2 を HF （Mgh 　ftequency）成分とし、各パ ワー

ス ペ クトル の 積分値を求めた。また、LF 成分と HF 成分との

比（LFIHF ）も算出した。オトガイ 筋筋電図 は、筋電図波形デ
ー

タか ら積分値を求め た。積分値は 筋電図の 振幅の 基線か

らの 絶対値の 和とした。

　測定した各パ ラメ
ー

タの デー
タの 結果は、C と各 SeCtion

で 得られた値から求め （例：【Sl で の 恂 1【c で の 1直D、　c に

対する各 S の 値の 比率で表した。また統計処理は 、期間

（IWeW βW ，4W ）、　Soetion（Sl，SZS3）と被験者を要因とする 3

元配置の分散分析を行 っ た。また、分析 で得られた分散値

に対し等分散の検定も行っ た。

　心理測定として用い た主観評価は、7 段階の 評定尺度に 、
−3〜3 まで の 数値を付けた。Tal）lel（uppe りの 形容詞対 の 右

に記した形容詞側から、

“
非常に＝−3

”

、
“
かなり＝−2

”

、
“
やや

＝ −1
”
、
“
どちらでもない 司

”
、
“
やや ≡ 1

”
、
“
かなり≡ 2

”
、

“
非常に

＝3
”
、と数値化 し、データとした。統計処 理 は 、期間と被験者

を要因 とする 2 元配置 の 分散分析を行っ た。分散分析で有

意な主効果 が あっ た 形容詞対 に は 、下位検定 t 検定を行っ

た。

　尚、全 て の 統計処理 の 危険…斡ま、pく0．05 を有意水準とし

た。

3．　　　 結果

3・L　　　生理測定

　分散分析を行 っ た結果、全 て の パ ラメータで 、期間、
S  tion の 要因 に有意な主効果は なか っ た。等分散の検定

結果は、各パ ラメータそれぞれ以下の 通りで ある。

3−1−1．心拍数

　S3 にお い て、2W は PRE よりも有意に分散値が低力b た

O）くO．05｝（Fig．1）

o 好き 一嫌い

0 強い
一

弱い

0 甘 い
一

酸 っ ぱい

O きたない
一きれい

O暗い
一

明るい

0 滑らかな 一粗い

0純い
一

鋭い

0 は っ きり 一ぼ ん や り

0 華 やかな 一〜
で ない

0 上 品な 一ny
でない

O ロ マ ン チ ックな 一〜
で ない

O 自然な 一人工 的な

O 女 性的な
一

朋性 的な

O 快 一
不 快

0 興奮する 一〜しない

O さわ やかな
一〜でない

0 眠い
一眠くない

O リラッ クスす る
一N しない

0 集中する 一一しない

0 隔気な 一陰気な

Tablel　the　paper　of　subjective 　repOrt ＜omission ＞ （the

upPer ）と20　pairs　of　adjective 　in　it（the　lower）

3−1−2．LF 成分

　S1 にお い て、4W は PRE，五W よりも （ともに pく0．05）、また

rw ，4W は 2W よりも分散値が有意に低か っ た（それ ぞれ

p＜O．05
，pくO．Ol）（Fig．2　upper 》　S3で は、2W βW ，4W は PRE よ

りも有意に低か っ た（それぞれ p＜005
， p＜0．Ol

，
　p＜0．05）（Fig2

10wer）。

3−1−3．HF 成分

　各 S で 、分散値に有意な差は なか っ た。

2−3−4．分析方法・統計処理

　生理測定 の分析には、qSl，S2，S3時に測定した各 3分間

の全デ
ー

タを用い た。 心拍数は、心電図波形デ
ー

タの R 波

を数え、1 分間当たりの 平均を求めた。心拍変動は 、心電

図波形デー
タの R −R 間隔を測定し、測定したデータを10Hz

3−14．1」『！HF

　S2 に お い て 、 3W ，4W は 2W よりも分散値が有意に低か っ

た（ともに p＜oρ1XFig3　upper 》s3 で は、3w，4w は PRE より

も有意に低か っ た（ともに pくODIXFig310we単

3−1−5．オ トガイ筋筋電図
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Section3（

＊
：pく0．05）

億
‘

i
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・1

　 　

PRE 　 IW　 2W 　 3W 　 4W

Figure2．　The　variance

of 　LF 　component （
廓 串

：

p＜0．01 串
：pく 0．05）　the

upper ：Sectionl，　the
】ower ：Section3

灣らか

3z

且

01

、1

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ヨ−き
椰 ‘‘ ・ PRE

　
lw

　
2w

　
・lw

　
4w

　 創 ・
　 　 　 踏 い　

一
　明るい

薪

101

、ユ

．3
　 PRE 　 　 　lW 　 　 　鯉 　　 　3W 　　 　4W
弓唹

　 　 　 快 　 　 不 快

0．6
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0．2

■　ウ

寧　寧

　 s20
　　 　
　 PRE 　 IW 　 2W 　 3W 　 4W

o．8

0．6

瀛

o，2

　 s30
　　 　
　 PRE 　 lW 　 2W 　 3W 　 4W

Figure3．　The　variance

of 　LFIHF （
＊ ＊

：p＜0．01 ＊
：

pく0．05）　　the　upper ：

Section2，　the　lower：
Section3

tm ¢

3

o，8

PkE　 IW 　 2W 　 3W 　 4W

劼 φ 」曜

3

畳

o

．1

滑らか 一艪い

10

．1

0．fi

塾α 4

v．2

‡ 零

．3
　 PkE 　 IW 　 　 2W 　 　 3W 　 　 4W
v＃ Ct・
　 　 さわ や かな 一一で ない

　 S20
　　 −
　 PRE　 IW 　 2W 　 3W 　 4W

o．s

O、6

語。 4

0，2

0　　 　
　 PRE 　 IW 　 2W 　 3W 　 4W

Figure4．　The 　variance

of 　electromyogram 　of

the　chin （
拿 寧

：pく 0．01 零
：

pく0．05）　　the　upper ：

Section2
，
　the　lower：

Section3

．3
ん 【tPtaeRE 　 lw 　 zw 　 3w 　 4w

　 　 幽熱な
一　人 工酌 な

ソ，ックスゾ63

1o

幽

．G
　 PRE 　 　 IW 　 　 　2W 　 　 　3W 　 　 　4W
LaX　i
　 リラツクス する　一　〜しない

Figure5．　Mean 　yalues 　and 　S．D ．　of 　6　pairs　of 　adjective ，　which 　have　significant 　difference　of　period　in　2−way （period，
subjec りANOVA

　S2 にお い て、3W，4W は PRE よりも分散値が有意に低か

っ た（そ れ ぞれ p＜）．OS
，　p＜O．Ol）（Fig．4　upper ＞。　S3 で は 、

2W βW ，
4W は PRE よりも（それぞれ p＜0ρ5，　p＜0．Ol，　p・dO．Ol）、

3W，4W は 1W よりも有意に低かっ た（ともに pくOOI）（Fi9．4
】ower 》

尚、
い ずれ の パ ラメ

ー
タも期間の 比較で 有意差があっ た

セ クシ ョ ン の み、グラフ を掲載した 。

3・2。　　 心理測 定： 主観評価

　分散分析 の 結果 、 6 つ の 形容詞対に お い て期間の 要因で

有意な 主効果があ っ た ；
“
暗い 一

明るい
’
：［F（428＞＝420 ，

p＜0ρll、
“
滑らか 一粗 い

”
；［E7（428＞＝437 ，

　pくO．Ol］、
“
自然な

一

人 工的な
”
；【F（4，28）＝321， p＜0．05】、

“
快

一
不快

”
；［F（428）＝ 2．73，
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pく〕．05］、
“

さわやか な一〜で な い
”
；［F（4，28）＝3．52，p＜O．05］、

“
リラッ クス する

一〜しない
”
；［F（4，28）＝ 907，p＜O．OOI】。

　次に、これらの 形容詞対 6対につ い て、対応の ある t検定

を行 っ た。そ の 結果、
“
暗い 一明るい

”

で は 、試行期間中に

「明るい 」評価へと向か う有意な差が あ っ た。他の 形容詞対

で は 、
“
滑らか

一
粗い

”
は「滑らか 」、

“
自然な

一
人 工的な

”
は

「自然な」、
“
快一

不快
”
は 「快」、

“
さわや か な

一〜で ない
”

は

「さわや か な1、
“

リラックス する
一〜しない

”
は 「リラ ッ クス す

る」へ と向か う有意な差 が あ っ た。（Fig．5）
　また 、 試行期間終了後の 調査結果 は Table2 に示 すとお り

で あ る。

Table2．　The 　 item　of　replics　 for“Which 　suitable

adjective 　do　you　think　getting　bet瞳er　impression　to
Lavender？”

4．　　　 考察

　1 ヶ月に わたる芳香浴で 、匂 い へ の印象や感じ方 の 変化

を検討した本研究にお い て 、ラベ ンダーの 匂 い に 対し生

理・心理反 応はともに経時的変化があっ た，

　生理測定 の 分散分析では期間の 要因にも、各パ ラメ
ー

タ

に有意な主効果はなか っ た 。 その 理由の 1つ として、被験者

間の 反応の バ ラ ツキに よる影響があると考え 、 各パ ラメ
ー

タ

の 分散値に つ い て等分散の 検定を行 っ た。検定の 結果、試

行期間 の 経過 とともに バ ラツ キ が 小 さくなると考えられ る変

化が、s3の 心拍数（Fig．1）、　s1 ，
s3 の LF 成分（Fig2）、　s亀s3 の

LF／HF（Fig3）、　sZs3 オ トガ イ筋筋電図（Fig．4）にあっ た。　LF

成分（S1）、　IFIHF（S2）では、2W から 3W にか けて有意に分

散値が低くなり、心拍数（S3）、四 成分（S3）などは、　PRE と比

較して 2W が有意に低くなっ 鳥 従っ て 、芳香浴を開始 して

2 週間から 3 週間ほ どで被験者間の バ ラツキが小さくなると

考えられる。

　こ の ように匂い 吸入時の 生理反応にお い て 、被験者間の

バ ラツキが大きい 、小さい とい う違い はどの ようにして生まれ

るの だろうか 。
Wysocki（1989）は 、

ア ン ドロ ス テ ノン と呼ばれる

ス テ ロ イド（揮発性物質）を 1 日 3回 3分ず つ 6週間吸入する

ことに よっ て、ア ン ドロ ス テ ノン に対し特異的嗅覚脱失 で あっ

た 20 人の 被験者の うち 10 人が感知能力を得たと報告 した。

その 仮説として、ア ン ドロ ス テ ノン の 吸入を繰り返 し行っ たこ

とが嗅覚関連領野に感知する能力を与えたとい う見解があ

る（Wysoocki　et　a1」996》もしアン ドロ ステ ノン の ように、人間

が繰り返し吸入することにより感知できる揮発性物質が ある

ならば、本研究で 用い たラベ ン ダ
ー

を構成する揮発性物質

の 中にもそ の ような物質があるの かもしれない 。また、匂 い

が人間にもたらすメカ ニ ズ ム の 中で 唯一、普遍性の 効能とし

て Jellinek（1996）が挙げ る准薬理学的メカニ ズ ム が ある。
こ の

メカ ニ ズ ム は 、揮発性物質が与える人間の 中枢神経系や ホ

ル モ ン の バ ラン ス へ の 効果で ある。匂 い 吸入時の 生 理 反応

に お い て 、被験者間 の 分散値の 低さが匂い の 普遍性 の 効

能と結び っ くと仮定す ると、本研究の 分散値の 結果 は 、吸入

の 繰り返 しに より感知されたラベ ン ダー
の 構成揮発性物質

に よる作用 で あると推測される。

　他 の 見解で は、等分散 の 検 定にお い て、HF 成分 にの み

他の パ ラメ
ー

タの ような有意な変化がなか っ た 。 本研 究で 測

定した パ ラメータのうち、HF 成分の み が交感神経の 活動 に

は関与 の ない パ ラメータで ある。

　友延ら（2  ）は、好きな匂い はリラッ クス する力をもつ の で

はなく、
ス トレ ス を取り除く、ス トレ ス から開放する速度を上げ

る力をもつ と推測した 。 これ は 、 好きな匂 い が 自律神経活動

の 基調として働く副交感神経で は なく、自律神経活動 に お

い て拍車をか けた り、鞭を入れる交感神経に抑制を働きか

けた とい う結果 が、推測 の
一

因となっ た。本研 究で は 、被験

者 が 芳香浴 を続けたこ とで 、ラベ ン ダー
の 匂い は 交感神経

活動 に影響を与えた。匂 い の 吸入は、特 に 自律神経活動 の

中で は 、交感神経活動 に 与える影響が大きい と考える。

　以上の 見解に より、ラベ ン ダ
ー

が生理 に 対して 本来与え

る影響は 、芳香浴を 2 週間か ら 3 週間行うこ とで 顕れ ると考

える。今まで受けた こ との ない 、ある匂 い で 芳香浴を行っ た

時、そ の 揮発性物質を感知して 交感神経活動に影響を大き

く受ける人もい れば、そうで ない 人もい る。これは、本研究の

分散値の結果が示すと考える。

　心理反応で は、匂 い に対する 主観評価にお い て 、 6 対の

形容詞対で有意な変化 が あ っ た。
“
暗い 一明るい

”
、
“
滑らか

一
粗 い

”
、
“
自然な

一
人工的な

”
、

“

快一
不快

”
、

“

さわ や かな
一〜で な い

”
、
“
リラッ クス する

一〜しない
”

の 形容詞対 6 対

で ある。
こ れら形容詞対 6 対か ら、具体的な変化を捉 えるた

め、対応 の ある t検定と試行期間の 終 了 後に は Tal）le2の 調

査を行 っ た。そ れ らの 結果 か ら、被験者らの ラベ ン ダ
ー

の 匂

い に 対する心 理 反応は 、印象の 良い 方向へ 向か っ て い ると

考えられる。また、これら形容詞対 6 対は、匂い の 価値性を

示す形容詞対で ある。従 っ て 、1 ヶ 月にわたる芳香浴 で 、匂
い 自体の 価値につ い て 印象を良くして い ると判断できる。

　 1 ヶ月 に わたるラベ ン ダ
ー

を用い て の 芳香浴は、匂 い に

対する生理 ・心理反応 の変化を生んだ 。 ラベ ンダーにつ い

ては、2 週間から 3週間ほ どで 本来の 影響が顕れ る と推測

されたが、他 の 匂い に 関してはそれとはまた異なるであ

ろう。 1度の 芳香浴で印象や感じ方が決まる匂い もあ りう

る し、 また何 ヶ 月も変化す る匂 い もあると考えられ る。

5．　　　 謝辞

本研究へ の 指導に多くの時間をかけて頂 きました大妻女

子大学人間生活科学研究所形態成長部門助手 で あ ります

河原雅典氏 、 広島県東部工 業技術セ ン ター産業デザ イ ン

部の横山詔常氏に深 く感謝申し上げます 。

152 N 工工
一Eleotronio 　Library 　


